事前協議様式２

施設整備チェックリスト

	事業所名
	


	項目
	内容
	適合
	対応予定
	該当無し

	一般原則
	日照、通風（適温保持）に配慮された構造となっている。
	□
	□
	□

	
	段差の解消、手すりの設置等、バリアフリーに配慮した構造となっている。
	□
	□
	□

	
	避難経路（最低２方向）が確保されている。
	□
	□
	□

	
	家具、柱等への接触時に事故を防止する措置を講じている。
	□
	□
	□

	設備及び備品
	事業の用に供する専用区画を設けている。他事業と共用する場合は、必要な区分を行っている。
	□
	□
	□

	
	基準条例に定める設備及び備品を設置している。
	□
	□
	□

	玄関・廊下
	車椅子・歩行器等の通行に支障のない幅員を確保している。
	□
	□
	□

	静養室
	プライバシーに配慮した構造である。
	□
	□
	□

	
	必要に応じて食堂・機能訓練室等から見渡せる構造である。
	□
	□
	□

	
	ナースコール等が設置されている。
	□
	□
	□

	相談室
	プライバシーに配慮した構造である。
	□
	□
	□

	浴室
	プライバシーに配慮した構造である。
	□
	□
	□

	
	ナースコール等が設置されている。
	□
	□
	□

	厨房
	火気を用いる箇所に防火対策を講じている。
	□
	□
	□

	
	食器、調理器具等の洗浄、消毒、保管等において衛生上の対策がなされている。
	□
	□
	□

	トイレ
	プライバシーに配慮した構造である。
	□
	□
	□

	
	ナースコール等が設置されている。
	□
	□
	□

	
	緊急時には外から開錠することができる構造である。
	□
	□
	□

	衛生管理
	汚物処理室を設ける等、清汚の区別を行っている。
	□
	□
	□

	
	感染症対策として消毒液、使い捨て手袋、マスク等を準備している。
	□
	□
	□

	
	消毒液、洗剤等の誤飲対策を講じている。
	□
	□
	□

	
	洗面台等において共用タオルを用いていない。
	□
	□
	□

	非常災害対策
	消防署からの指導に則り消火器等を適切に設置している。
	□
	□
	□

	
	浸水想定区域について確認している。
	□
	□
	□

	
	土砂災害警戒区域について確認している。
	□
	□
	□

	掲示
	掲示物に押しピン、画鋲等を用いていない。用いる場合は、脱落防止のための措置を講じている。
	□
	□
	□

	個人情報保護
	利用者の個人情報を含む書類を保管する施錠可能なキャビネット等を設置している。
	□
	□
	□


